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 ■６月定例会議■　開催期間６月５日から15日　議案に関する議員からの質疑　町の29年　　度一般会計予算は約３億5,235万円を増額補正して　総額約99億1,857万円になりました■６月定例会議■　開催期間６月５日から15日　議案に関する議員からの質疑　町の29年　　度一般会計予算は約３億5,235万円を増額補正して　総額約99億1,857万円になりました

分
譲
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算
を
補
正

 
小
規
模
な
宅
地
造
成
事
業
を
進
め
る

春
木
・
徳
前
・
能
登
部
上
地
内
で
宅
地
造
成

　

町
で
は
、ゆ
り
が
丘
（
35
区
画
）、ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
良
川
（
40
区
画
）

な
ど
の
造
成
・
販
売
を
進
め
、す
べ
て
の
分
譲
宅
地
が
完
売
し
ま
し
た
。

　　

今
後
の
町
の
宅
地
造
成
に
つ
い
て
は
、
町
有
地
の
有
効
利
用
を
図

る
こ
と
を
念
頭
に
、
各
地
区
の
人
口
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
た
う
え
、

10
区
画
程
度
の
小
規
模
な
宅
地
造
成
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
町
内
各
地
に
分
散
し
て
造
成
す
る
こ
と
で
、
町
全
体
の
活
性
化

を
図
り
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

６
月
補
正
予
算
で
は
、
宅
地
の
造
成
場
所
の
適
地
選
定
等
の
基
礎

資
料
と
し
て
「
住
宅
団
地
適
地
調
査
業
務
費
」
委
託
料
２
０
０
万
円

を
計
上
。
ま
た
、
春
木
、
徳
前
、
能
登
部
上
地
内
の
３
か
所
で
宅
地

造
成
測
量
設
計
費
と
し
て
、
１
千
７
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
議
案
審
議
の
の
ち
、
承
認
11
件
と
議
案
13
件
、
同
意
１

件
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で
承
認
・
可
決
・
同
意
し
、
議
案
１
件

に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
可
決
と
な
り
、
６
月
定
例
会
議
を
終
え
ま

し
た
。自立支援事業

人工内耳用
音声信号
処理装置
購入扶助費

　
50万円の
増額補正

旧御祖小学校

町有財産の
無償貸付
㈱A･S･Kに

無償で貸し付け
を行うもの

旧御祖小学校の食堂棟を
障害者福祉サービス事業
所として利用する

貸付期間
H29.6.16

～

H39.3.31

Ａ この装置は、音をマイクで拾う体外部の機材
を使用することにより、難聴を解消するもの
で、県内９市町が補助制度を導入している。
対象者は、医師の診断を受けて人工内耳を装
着された方が、5年の耐用年数を過ぎた装置
の買い替えをする場合に、最大 50 万円を補
助するものである。あくまで買い替えが対象
であり、修理費用は対象外で、新しく人工内
耳を入れる場合は、保険対象となる。
 （担当課：住民福祉課）

Ｑ 補助の対象者と補助の内容はどういったもの
か。

Ａ 使用範囲は「食堂棟」だが、管理は全体をお
願いする。改修費用等は、使用者に負担をお
願いしたい。（担当課：企画課）

春木地内

能登部上地内 徳前地内

Ｑ 貸付範囲は学校全体か。また、空スペースを
ほかの民間業者にも貸し出すとのことだが、
改修費用の負担はどうなるのか。

春木地内

能登部上地内 徳前地内

造成
予定地
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６月定例会議　採決の結果
提出された議案に対して、議員が賛成・反対の意思をあらわして、
議案成立の可否が決定します。

■ 全議員が賛成して可決された議案 　（議長は、採決には加わりません。）

結果 町　長　提　出　議　案 賛否

可決

中能登町農業委員会委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関する条例の制定
について
　　　農業委員と農地利用最適化推進委員の定数を定める条例を新たに制定、平

成29年12月１日から施行する。農業委員の定数を14人とし、公選制から
任命制に変わり、推薦・公募を行う。また、農地利用最適化推進委員の定
数も14人とし、推薦・公募を行い農業委員会が委嘱することになる。

全員賛成

可決

平成29年度中能登町一般会計補正予算
　　　生涯学習センター「ラピア鹿島」アイリスホールの大規模改修で、舞台照

明設備等の改修工事費として１億１千727万６千円を増額計上したことが
主な内容。

全員賛成

可決
平成29年度 中能登町下水道事業特別会計補正予算
　　　鹿島中部クリーンセンターの耐震・改築更新工事と処理場監視システム設

置工事費を補正したことが主な内容。
全員賛成

可決
工事請負契約の締結について
（平成28年度 鳥屋小学校防災機能強化工事（明許繰越））
　　　鳥屋小学校の防災機能の強化のため、8,748万円で工事請負契約を締結。

全員賛成

※このほか承認11件と議案９件、同意１件について、全会一致で承認・可決・同意しました。

内容

内容

内容

内容

結果 議　会　提　出　議　案 賛否

可決 議員派遣について 全員賛成

■ 賛否が分かれた議案 〇：賛成  ×：反対  欠：欠席  退：退席  除：除斥

結
果

議員名

議案名

尾
田　

良
一

土
本　
　

稔

林　
　

真
弥

中
川　

秀
平

山
本　

孝
司

笹
川　

広
美

南　
　

昭
榮

諏
訪　

良
一

宮
下　

為
幸

甲
部　

昭
夫

若
狭　

明
彦

坂
井　

幸
雄

作
間　

七
郎

町　長　提　出　議　案

可
決

工事請負契約の締結について
（平成28年度 鹿西小学校防災機能強化工
事（明許繰越)）
　　　鹿西小学校の防災機能の強化のため、
　　　9,180万円で工事請負契約を締結。

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【
宮
下
】
①
定
期
巡
回
・
随
時

対
応
型
訪
問
介
護
看
護
を
町
で

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

【
町
長
】
①
「
定
期
巡
回
・
随

時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
」
は

24
時
間
対
応
が
可
能
だ
が
、
サ

ー
ビ
ス
が
「
訪
問
」
に
限
ら
れ

て
い
る
。
町
は
、「
訪
問
」
に

加
え
、「
通
う
」、「
泊
ま
る
」

こ
と
も
で
き
る
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
施
設
の
整
備
に
よ

っ
て
、
利
用
者
の
希
望
に
よ
り

多
く
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
る
。
今
年
度
、
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
事

業
者
を
公
募
す
る
の
は
、
第
６

期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

く
も
の
で
あ
り
、
今
回
行
っ
た

公
募
で
は
、「
定
期
巡
回
・
随

時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
」
の

整
備
と
し
て
行
う
こ
と
は
で
き

な
い
。

【
長
寿
介
護
課
長
】
①
定
期
巡

回
の
事
業
所
に
つ
い
て
、
声
か

け
は
し
て
い
る
も
の
の
、
介
護

職
員
の
確
保
が
難
し
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。
良
い
サ
ー
ビ
ス
だ

と
考
え
て
い
る
の
で
、
事
業
所

発
掘
に
努
力
し
た
い
。

【
宮
下
】
②
今
後
、長
寿
社
会
へ

向
け
て
介
護
人
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
な
か
、
元
気
な
高
齢
者
の

方
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

き
、貢
献
度
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
、

そ
の
方
々
に
減
免
措
置
を
と
る

な
ど
の
施
策
が
必
要
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

【
長
寿
介
護
課
長
】
②
ポ
イ
ン

ト
制
を
取
り
入
れ
た
市
町
が
あ

る
の
で
、
参
考
に
し
た
い
。

６月定例会議　一般質問 ここが聞きたい ! !

８名の議員が登壇し質問する

宮下　為幸 議員

問
介
護
保
険
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
　
答
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
の
整
備
が
必
要

【
中
川
】
先
生
の
過
労
状
況
が
深
刻
化

し
て
い
る
と
聞
く
。
月
80
時
間
以
上
の

残
業
時
間
が
過
労
死
ラ
イ
ン
の
目
安
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
①
中
能
登
町
の
状

況
を
聞
く
。

【
教
育
長
】
①
町
教
員
の
今
年
度
４
月

か
ら
１
か
月
間
の
時
間
外
勤
務
状
況
に

つ
い
て
は
、
小
学
校
57
名
中
80
時
間
超

勤
務
者
は
17
名
。中
学
校
で
は
36
名
中
、

11
名
で
あ
っ
た
。
校
長
会
で
は
、
職
員

会
議
の
短
縮
、
部
活
動
の
平
日
で
の
休

日
設
定
等
を
呼
び
掛
け
て
い
る
が
、
学

校
努
力
だ
け
で
は
大
き
な
成
果
に
つ
な

が
っ
て
は
い
な
い
。

【
中
川
】
②
小
学
校
低
学
年
の
児
童
に

対
し
、
保
育
士
Ｏ
Ｂ
の
方
に
支
援
員
と

し
て
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
、
③
中
学
校
の

部
活
動
は
、
町
職
員
の
指
導
者
が
担
当

し
て
、
先
生
方
の
負
担
を
減
ら
す
な
ど

を
進
め
ら
れ
な
い
か
。

【
教
育
長
】　

②
保
育
士
Ｏ
Ｂ
の
支
援
員

は
有
効
だ
が
、
保
育
園
で
も
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。

③
全
部
活
動
に
外
部
コ
ー
チ
や
見
守
り

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
置
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
理
想
だ
が
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い

の
が
現
実
で
あ
る
。
今
後
、
体
育
協
会

な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
人
材
確
保

や
部
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

【
町
長
】
中
能
登
町
は
学
校
教
育
に
対

し
て
、
手
厚
い
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
石
川
県
一
の
教
育
の
町
と

し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

中川　秀平 議員

問
先
生
の
過
労
問
題
緩
和
策
で
町
と
し
て
出
来
る
こ
と
は
な
い
か

　
　
答
保
育
士
Ｏ
Ｂ
や
部
活
動
外
部
コ
ー
チ
の
登
用
を
進
め
た
い
が
人
材
不
足

内容
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６月定例会議 一 般 質 問

各所で見られる防犯カメラ

【
甲
部
】
突
発
的
な
事
故
や
事
件
が
発

生
し
た
場
合
、
い
ち
早
く
状
況
を
把
握

し
、
情
報
が
提
供
で
き
る
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
が
必
要
と
考
え
る
が
、
①

現
在
、
町
の
公
共
施
設
等
に
お
け
る

設
置
の
状
況
は
。
②
防
犯
カ
メ
ラ
の

活
用
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、

町
施
設
や
町
道
に
取
り
付
け
る
考
え

は
あ
る
か
。

【
町
長
】
①
現
在
、町
で
は
道
の
駅
「
織

姫
の
里
な
か
の
と
」、
中
能
登
中
学
校
、

鹿
島
小
学
校
、
鳥
屋
庁
舎
サ
ー
バ
ー
室

の
４
施
設
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し

て
い
る
。

②
今
年
度
は
石
動
山
で
の
設
置
を
予

定
し
て
お
り
、
鳥
屋
小
学
校
、
鹿
西
小

学
校
、
各
保
育
園
、
そ
の
他
、
公
共

施
設
で
の
設
置
を
順
次
検
討
し
た
い
。

町
道
で
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
な
ど
の
関
係
も
あ
り
、
町
が
設

置
す
る
こ
と
は
、
難
し
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問
▼
「
道
の
駅
」
か
ら
ア

ル
プ
ラ
ザ
駐
車
場
へ
通
じ
る
地
下
道
の

有
効
活
用

甲部　昭夫 議員

問
公
共
施
設
や
町
道
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
で
き
な
い
か

　
　
答
学
校
や
保
育
園
、
公
共
施
設
に
は
順
次
設
置
を
検
討

【
坂
井
】
①
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
繊

維
産
業
を
独
立
独
歩
精
神
、
創
業
精
神

で
進
め
る
町
の
支
援
事
業
の
現
状
と
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
②
繊
維
関

連
の
事
業
で
は
、
後
継
者
問
題
を
、
商

工
会
や
町
が
ど
の
よ
う
な
対
応
で
進
め

る
の
か
、
町
の
計
画
を
伺
う
。

【
町
長
】
①
昭
和
54
年
ご
ろ
を
ピ
ー
ク

に
繊
維
事
業
者
は
、
10
分
の
１
の
１
０

０
軒
程
度
ま
で
減
少
し
た
。
こ
の
問
題

に
は
、
繊
維
事
業
者
、
商
工
会
、
行
政
、

関
係
機
関
等
で
構
成
す
る
繊
維
サ
ロ
ン

で
課
題
解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
新
規
創
業
者
を
対
象
に
中
能
登
町
創

業
支
援
事
業
を
創
設
し
、
２
０
０
万
円

を
上
限
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

昨
年
度
の
交
付
は
５
件
、
今
年
度
も
２

件
の
交
付
を
決
定
し
、
１
件
の
相
談
に

も
応
じ
て
い
る
。
実
際
に
創
業
さ
れ
た

方
の
声
の
紹
介
や
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

を
引
き
続
き
開
催
す
る
な
ど
し
、
創
業

希
望
者
の
支
援
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
▼
教
育
関
係
（
進
路
状

況
・
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
・
奨
学
金
）

▼
農
業
関
係
（
農
業
委
員
会
・
生
産
調

整
・
農
地
中
間
管
理
機
構
）

坂井　幸雄 議員

問
地
場
産
業
へ
の
支
援
策
を
聞
く

　
　
答
中
能
登
町
創
業
支
援
事
業
制
度
の
周
知
を
積
極
的
に
図
る繊維サロン

【
作
間
】
町
長
は
、
過
去
に
「
交
番
が

設
置
さ
れ
れ
ば
、
今
以
上
に
安
心
で
安

全
な
町
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
」

と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
目
に

見
え
た
進
歩
が
み
ら
れ
ず
、
一
般
質
問

で
の
同
じ
質
問
は
、
今
回
で
５
回
目
に

な
る
。
か
ほ
く
市
の
駐
在
所
で
は
、
木

津
・
外
日
角
・
横
山
の
３
か
所
を
現
在

の
宇
野
気
交
番
に
統
合
し
、
４
人
体
制

で
あ
っ
た
が
、
現
在
、
７
人
体
制
で
治

安
に
あ
た
っ
て
い
る
。
再
度
、
交
番
の

必
要
性
に
つ
い
て
考
え
を
聞
く
。

【
町
長
】
平
成
26
年
１
月
に
七
尾
警
察

署
を
経
由
し
、
県
警
本
部
に
「
交
番
の

新
設
に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し
た
。

県
警
本
部
か
ら
は
、「
県
内
全
体
の
治

安
情
勢
の
変
化
を
見
据
え
な
が
ら
、
交

番
や
駐
在
所
の
適
正
配
置
を
行
う
中

で
検
討
す
る
。」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
交
番
設
置
を
実
現
す
る
た

め
、
重
ね
て
、
七
尾
警
察
署
や
県
警
本

部
へ
の
要
望
活
動
に
尽
力
し
て
ま
い
り

た
い
。

【
作
間
】
私
は
、
駐
在
所
の
隣
に
五
十

数
年
住
ん
で
お
り
、
駐
在
で
の
一
生
懸

命
な
姿
を
見
て
い
る
が
、
勤
務
体
制
は

今
と
昔
で
は
全
く
違
っ
て
い
る
。
夜
間

も
早
朝
も
交
番
に
警
察
官
が
い
る
こ
と

は
、
地
域
の
み
ん
な
が
安
心
・
安
全
で
、

安
心
感
を
与
え
る
。

　

地
元
選
出
の
山
田
県
議
が
お
い
で
る

の
で
、
山
田
県
議
と
協
力
し
て
交
番
が

で
き
る
よ
う
要
望
し
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
▼
企
業
誘
致
条
例

作間　七郎 議員

問
交
番
の
必
要
性
に
つ
い
て
問
う

　
　
答
交
番
設
置
へ
の
要
望
活
動
に
尽
力
す
る

【
笹
川
】
平
成
29
年
３
月
で
北
鉄
バ
ス

羽
七
西
線
が
廃
止
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て

い
た
方
か
ら
お
困
り
の
声
を
き
く
が
、

①
路
線
バ
ス
廃
止
へ
の
苦
情
や
相
談
へ

の
対
応
、
②
廃
止
に
と
も
な
う
今
後
の

対
策
、
③
現
行
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
―
の
問
題
点
、
④

今
後
の
町
全
域
の
公
共
交
通
体
制
の
計

画
、
⑤
高
齢
者
の
外
出
支
援
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め
る
。

【
町
長
】
①
路
線
バ
ス
廃
止
の
経
緯
と

Ｊ
Ｒ
の
ご
利
用
を
説
明
し
て
い
る
。

②
七
尾
市
と
地
域
間
交
通
実
証
事
業
を

夏
頃
、
実
施
す
る
予
定
で
当
町
と
七
尾

市
と
の
間
を
１
日
４
往
復
す
る
な
ど
調

整
中
で
あ
る
。

【
企
画
課
長
】
③
一
部
の
コ
ー
ス
で
変

則
ダ
イ
ヤ
に
よ
り
、
不
便
が
生
じ
て
い

る
。
今
後
、
よ
り
良
い
方
法
を
模
索
し

て
い
く
。

【
町
長
】
④
地
域
公
共
交
通
会
議
で
課

題
解
決
に
向
け
、
踏
み
込
ん
で
協
議
を

重
ね
て
い
く
。

⑤
要
介
護
認
定
の
対
象
者
に
、
医
療
機

関
受
診
の
た
め
の
タ
ク
シ
ー
券
を
助
成

し
て
い
る
。

【
笹
川
】
顔
が
見
え
、
細
や
か
な
対
応

が
で
き
る
地
区
連
携
事
業
も
必
要
な
時

代
だ
と
考
え
る
。
町
民
の
声
に
寄
り
添

い
、ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
▼
女
性
の
視
点
を
生
か

し
た
防
災
対
策

笹川　広美 議員

問
安
心
し
て
外
出
で
き
る
移
動
手
段
を
確
立
せ
よ

　
　
答
利
用
者
の
観
点
に
立
ち
応
え
て
い
き
た
い廃線となった羽七西線

６月定例会議 一 般 質 問



健康診査を受診しよう
【受診率の目標】国保特定健診は60％

　　　　　　がん検診は40％

議会だより とびら 第12号議会だより とびら 第12号 89

【
諏
訪
】
平
成
28
年
４
月
14
日
に
発
生

し
た
熊
本
地
震
で
、
支
援
拠
点
と
な

る
べ
き
役
場
庁
舎
に
大
き
な
被
害
が

発
生
し
た
。
業
務
の
遂
行
に
著
し
い

支
障
を
き
た
し
た
事
が
「
き
っ
か
け
」

と
な
り
、
庁
舎
の
建
て
替
え
で
、
国

の
財
政
支
援
が
受
け
ら
れ
る
制
度
「
市

町
村
役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業
」
が

29
年
度
に
新
た
に
創
設
さ
れ
た
。
①

そ
の
事
業
の
概
要
、
②
当
町
の
庁
舎

建
設
が
対
象
に
な
る
の
か
を
伺
う
。

【
町
長
】
①
こ
の
事
業
は
28
年
４
月
に

発
生
し
た
熊
本
地
震
の
被
害
状
況
を

踏
ま
え
、
災
害
発
生
時
に
業
務
継
続

に
支
障
が
生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
耐
震

化
さ
れ
て
い
な
い
役
場
庁
舎
に
緊
急

的
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

「
採
択
条
件
」
は
、
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
建
築
確
認
を
受
け
て
建
設

さ
れ
、
か
つ
耐
震
化
さ
れ
て
い
な
い
本

庁
舎
の
建
て
替
え
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

個
別
施
設
計
画
を
策
定
し
、
こ
の
計
画

に
建
て
替
え
事
業
が
明
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
及
び
、
建
て
替
え
後
の
庁
舎
が
業

務
継
続
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
必
要
。
対
象
年
度
は
、
29
年
度

か
ら
32
年
度
ま
で
の
４
年
間
で
あ
る
。

②
当
町
で
は
、
耐
震
化
さ
れ
て
い
な
い

鹿
島
庁
舎
と
鹿
西
庁
舎
分
の
面
積
割
合

に
相
当
す
る
部
分
が
、
こ
の
事
業
の
対

象
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

諏訪　良一 議員

問
制
度
を
活
用
し
庁
舎
建
設
を
進
め
よ

　
　
答
国
の
財
政
支
援
で
庁
舎
建
設
を
進
め
た
い

【
林
】
地
域
公
共
交
通
会
議
は
、
地
域

の
交
通
政
策
を
協
議
す
る
場
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
昨
年
度
の
開
催
が
１
回

だ
っ
た
と
聞
い
た
。
こ
の
会
議
で
、
活

発
的
な
協
議
や
議
論
は
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。
開
催
回
数
も
含
め
て
、
も
っ
と

積
極
的
に
開
催
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
こ
の
会
議
は
、
自
治
体
、
交

通
事
業
者
、
運
輸
支
局
、
住
民
代
表
、

利
用
者
代
表
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
乗

り
合
い
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
運
行
形
態
、

サ
ー
ビ
ス
の
水
準
、
運
賃
な
ど
を
協
議

し
て
い
る
。
必
要
に
応
じ
て
地
域
の
交

通
計
画
等
を
作
成
す
る
が
、
近
年
は
年

１
回
の
開
催
と
な
っ
て
い
る
。

【
林
】
今
後
、
超
高
齢
化
社
会
へ
向
か

う
に
あ
た
り
、
高
齢
者
の
方
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
会
議
の
活
発
な
活
動

を
求
め
る
が
、
会
議
の
責
任
者
で
あ
る

副
町
長
に
意
気
込
み
を
問
う
。

【
副
町
長
】
長
年
、
自
家
用
車
を
利
用

さ
れ
た
方
々
と
そ
う
で
な
い
方
々
を
一

律
に
考
え
る
の
は
非
常
に
難
し
い
が
、

バ
ス
や
電
車
に
乗
る
文
化
を
根
付
か
せ

る
こ
と
も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
様
々
な
課
題
が
生
じ
れ
ば
、

会
議
の
責
任
者
と
し
て
会
議
を
開
催
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
▼
旧
小
中
学
校
の
校
歌

継
承
▼
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ

ー

林　　真弥 議員

問
地
域
公
共
交
通
会
議
の
積
極
的
な
開
催
を
求
め
る

　
　
答
課
題
が
生
じ
れ
ば
会
議
を
開
催
し
た
い

６月定例会議 一 般 質 問

耐震化されていない鹿島庁舎

道の駅 織姫の里なかのと　バス停

常
任
委
員
会
審
議
内
容
報
告

教育民生常任委員会育民生常任委員会

総務建設常任委員会務建設常任委員会

今後10年で床面積を25％
面積で４万㎡の削減を目標に

　総務省から「今後の人口減少等により公共施設等の全体
の状況を把握し、長期的な視点で更新、統廃合、長寿命化
など計画的に行い、財政負担を軽減、平準化し、公共施設
等の最適な配置を実現することが必要」とする指針を受け、
「中能登町公共施設等総合管理計画の策定」が作成され、
町から報告を受けました。
　当町の施設や道路等改良事業にかかる投資的経費は、１
年あたり約10億円から20億円で、町所有施設は建築から
相当の年数が経過した建物が多くあることが分かりまし
た。今後は、各課で管理している個別施設について、施設
のあり方や機能の集約に向けた検討を進めたいとの報告を
受けました。
※参考：近年統合された町内旧小中学校を
　　　　合わせた面積は2.7万㎡

町ホームページで掲載中
各施設の建築・耐用年数が
掲載されています

常
任
委
員
会
審
議
内
容
報
告

町の公共施設の１人当たりの所有面積は、全国平均の2.8倍

ジ

　健康診査の受診率向上にどう取り組んでいるか。
Q：委員質疑

次のことについてさらに強化して目標に近づけるよう努力する。
① 受診しやすい健診体制づくり
　 •土日の健診回数を増やす
　 •個別特定健診の自己負担金を無料とする
　 •国保人間ドックの自己負担割合を３割から２割に軽減する
② 周知活動の強化
　 •保健推進員によるキャンペーン活動
　 •かかりつけ医によるがん検診ＰＲチラシの配布
　 •のぼり旗による健診実施のＰＲ
③ 受診勧奨の強化
　 •電話やハガキ、家庭訪問による個別の受診勧奨

A：町 答 弁
健診会場の様子

◆検診受診率の実績◆
検診の種別 H28年度 H27年度

国保特定健診 48.3 48.1
胃がん検診 14.7 15.1
大腸がん検診 18.2 17.0
肺がん検診 27.8 26.0
子宮頸がん検診 24.9 25.6
乳がん検診 25.4 26.6

（％）



一般質問のその後を追跡 
定例会議で議員が行った一般質問答弁後の
執行部の対応などを調査しました

－H28年３月定例会議の質問－

質問
ふるさと納税を今後どう
推進するか。

回答
クレジットカードによる決
済や寄附金額に合わせ特産
品を選べる方法を導入し、
販売増加を通じて、地場産
業の振興につなげたい。

　ふるさと納税についてはパソコンやスマートフォンを使って、Webページから申し込
みすることができ、支払いはクレジットカードでもできる。特産品についても内容を充実
させ、40種類以上の返礼品の中から、寄付額に応じて希望の品が選べるようになった。

その後… 楽天市場と運営委託契約を締結し、平成29年３月２日より運用を開始

議員が行った一般
質問。町のその後
の対応は？？

議会だより とびら 第12号議会だより とびら 第12号 1011

レポート提出します

中能登町ホームページの掲載画面

平成29年度一般会計予算は約100億7,791万円になりました。

７月18日・31日
随時会議開催
補正予算など
全会一致で可決

県消防操法大会出場
補助金110万円

７月29日開催の県消防操法大会に
鹿西・御祖分団が出場。

各小中学校にタブレット
パソコン等増設約6,191万円
中能登町立学校ICT機器の物品購入契約
締結。中能登中学校パソコン教室や職員
室パソコン、各小中学校電子黒板と書画
カメラを更新する。

県消防操法大会ポンプ車操法

７月１日の豪雨災害対応
3,681万円

町の農業用施設（排水路護岸・農道路肩等）
や林道、町道の法面崩壊などの復旧対応の
ため増額補正。

林道の路肩崩壊（高畠地内）

用水路の護岸崩壊（瀬戸地内）

鳥屋小学校タブレット使用風景

かしま放課後児童クラブ
すぱーく鹿島に移転
概算工事費１億1,440万円

「すぱーく鹿島」内の一部を利用し学習
室やトイレなどの整備を行う。
平成30年３月完成予定。

現在の「すぱーく鹿島」内部

議員派遣の件 ６月定例会議で、中川議員が議員派遣により
研修に参加したので報告します。

議員研修報告　中川秀平　期間：平成29年８月３日～８月４日
場　所：全国市町村国際文化研修所　滋賀県大津市
講義１．『2025年に向けた医療介護総合確保政策～地域包括ケアシステムと地域医療構想～』
講義２．『子どもの貧困対策～子供の貧困の現実と対策～』　
講義３．『認知症対策～団塊の世代が後期高齢者となる 2025年に向けて～』　
講義４．『災害と福祉の連携～これまでの活動実践から～』　

北は北海道から、南は沖縄まで総計 283名の市町村議員が、琵琶湖の近くの全国市町村国際文化研修所に集まっ
た研修だった。『地域包括ケアシステム』、『子供の貧困』、『認知症対策』、そして『災害時の福祉の連携』、これ
らの４件の講義が２日間行われた。それぞれの講師は国政の最前線で活躍されている方達で、熱のこもった話が
続いた。特に、団塊の世代が後期高齢者となる 2025 年に向けて、医療、介護、生活支援、住まい、予防など
これから進めなければならない事が多くある。健康寿命が延びても安心して暮らせる様になるには、国や町の行
政に頼るだけではすまない。特に地域の中で支え合う仕組みを作る事が大きな課題だとの話だった。中能登町で
も今後、国や町にすべて寄りかかるのでは無く、地域の中で、多くの元気な高齢の方々が、支援の必要な方を支
えあうという『共存共栄』のしくみの構築が必要であることを強く感じた。

研修のようす



常
任
委
員
会
現
地
視
察

議会だより とびら 第12号議会だより とびら 第12号 1213

傍聴席から質問議員の顔が見える大画面を設置

安全行動
①しゃがむ ②隠れる ③じっとする

現地視察地視察

鳥屋小学校登校坂
道路工事

工事期間：H28～ H30年度
工事延長：２９２．８ｍ
総事業費：１億400万円

　桜などの木々の伐採、校門の撤
去、通学路の変更などがともなう
大規模な工事であるが、工事実施
にあたり議会へ事前説明をするべ
きだと考える。夏休みになるが、
安全面強化など、どう考えるか。
また、バス通学児童の通学路はど
う対応しているのか。

　今後は、事前説明を行うなど気配りしたい。桜の木
は５本、松など20本伐採し、校門は、工事後に再設
置するべく学校と協議を行う予定。また、児童・保護
者に危険箇所等の周知をしている。バス通学児童は、
路線バスの廃止により、現在はスクールバスを運行し
ており、玄関前まで乗り入れをしている。

登校坂部分では、道路高が現況より２ｍ低くなる予定

議会トピックス 議会トピックス

―教育民生・総務建設常任委員会―

Q：委員質疑

A：町 答 弁
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　いざ地震が起こると、とっさにどう行動すれ
ばよいのでしょうか。日頃の訓練によっていつ
でも安全行動をとれるようにしておくことが大
切です。この訓練は、短時間で、どこでも、誰
でも気軽に参加できます。普段いる場所の危険
箇所を認識するきっかけになります。
　中能登町議会でも､議会行革・活性化特別委
員会中に一斉防災訓練に合わせ実施しました。
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　７月 26 日、議場内に 70 インチのモ
ニター画面を設置しました。今まで傍聴
席からは、町執行部側が正面に見え、議
員については後ろ姿しか見ることができ
ず、一般質問では、「質問者（議員）の
表情が分からない」といった声がありま
した。
　今後は町側と議会側の町政に関する協
議を町民の皆様に見ていただき、町づく
りや議会により一層関心をもっていただ
けるよう臨みます。ぜひ、議会の傍聴に
お越し下さい。

会議から一
転して安全
行動に

― 

中
能
登
町
議
会
へ
よ
う
こ
そ 

―

７/６ 中能登中学校 2年生
「わく・ワーク」職場体験

中能登中学校２年生を対象に体験を通して｢働く
ことの意義｣や｢礼儀の大切さ｣を学ぶもので、中
能登町議会事務局には２名の生徒が参加しました。

７/29 成功國民中学校長をはじめとする
関係者が議場を見学

中能登中学校での歓迎式や柔道・剣道・弓道の
部活動見学の後、議場を訪れ、多くの質問を受
けました。

７/３ 鳥屋小学校 2年生
「花まる探検隊」

元気いっぱいの児童が小学校周辺の施設を探検・
調査。訪れた児童で議場はとてもにぎやかに。
議長が案内しました。

８/２ 鹿西高校 2年生
インターンシップ

就業体験を通して､地域の産業を理解し､将来の目
標を持った望ましい職業観､勤労観を育成する目
的で行われる事業で､２名が役場で体験しました。 　津幡町文化会館シグナスにおいて、

石川県町村議長会主催による議員・監
査委員合同研修会が開催されました。
講師は時事通信社解説委員長の山田
惠
けいすけ

資氏で、「日本の政局・政治の行方」
について講演されました。現在の混迷
した政局に対する注目の高さを象徴し
ているかのように、会場では熱心に聞
き入る姿がみられました。
　政治の行方は、私たちの生活に大き
な影響を与えます。今後も引き続き注
視していきます。県内町監査委員と町議会議員が参加



　　　　　　　　：定期的に開く会議で、原則３、６、９、12月の５日から始まり、
執行部から上程された議案などを集中して審議を行います。また、この会議の期間
に一般質問が行われ、議員が町に政策的なことに関して質問を行います。
　　　　　　　　：定例会議期間以外に審議する議案が発生した場合に開く会議
で、執行部から補正予算などの議案審議の依頼があった場合には議会に対し、会議

開催請求が提出され、会議を開きます。また議会提出議案があった場合は必要に応じて、執行部に対
して出席要求し、会議を開きます。

会議の傍聴はどなたでもできます。日程は町ホームページをご覧ください。

議会だより とびら 第12号議会だより とびら 第12号 1415

議会活動報告 ５月から７月までの議会活動
○…出席　　　×…欠席　　△…早退・遅刻
－…委員外　　公…公務　　
オ…議長が各委員会にオブザーバーで出席するとき

さまざまな会議の議員の出欠
状況をお知らせします。

月　日

　　議員名

会議名
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弥
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司
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美
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昭　

榮
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一

宮　

下　
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幸
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部　
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夫
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玉　

栄　

治

若　

狭　

明　

彦

坂　

井　

幸　

雄

作　

間　

七　

郎

５月10日 議会広報特別委員会 ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ オ ○ ○ ―
５月15日 教育民生常任委員会 ○ ― ○ ― ○ ○ ― ― ― ○ オ ○ ○ ―
５月16日 総務建設常任委員会 ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ○ ― ○ ― ― ○
５月26日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ×
５月29日 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ オ ○ ○ ○
６月 ５日 全員協議会（議員） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月 ５日 ６月定例会議　初日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月 ７日 教育民生常任委員会 ○ ― ○ ― ○ ○ ― ― ― ○ オ ○ ○ ―
６月 ８日 総務建設常任委員会 ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ○ ― ○ ― ― ○
６月13日 ６月定例会議　一般質問 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月14日 ６月定例会議　一般質問 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月15日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月15日 ６月定例会議　最終日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月28日 議会行革・活性化特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ オ ○ ○ ○
７月 ６日 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ オ ○ ○ ○
７月10日 議会行革・活性化特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ オ ○ ○ ○
７月10日 議会広報特別委員会 ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ オ ○ ○ ―
７月14日 教育民生常任委員会 ○ ― ○ ― ○ ○ ― ― ― ○ オ ○ ○ ―
７月18日 総務建設常任委員会 ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ○ ― ○ ― ― ○
７月18日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
７月18日 ７月随時会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
７月31日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
７月31日 ７月第２回随時会議 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

✿織姫の議会用語解説✿　　『定例会議』と『随時会議』

議会からのお知らせ

議会モニターを
募集しています

９月定例会議の日程

ようこそ中能登町議会へ

　議会は、町民からの議会運営などに関する要
望、ご意見をいただき、議会運営に反映したい
と考えています。
どんな人がモニターになれるの？

モニターのお仕事って？

モニターの期間はどれくらい？

①年齢満18歳以上の町民
②町議会の仕組みや運営に関心がある方
③町政や地域社会の発展に関心がある方

　おもに下記の①から③について意見などを文
書で提出していただきます。また、年 1回以上、
議会との意見交換会があります。
①会議を傍聴した意見・感想
②議会だより「とびら」の意見・感想
③町ホームページの議会内容の意見・感想
　会議の傍聴は、年間会議の月 1回以上の傍聴
をお願いします。

　モニターの任期は 2年です。モニターになり
たい方、まずは議会事務局までご連絡を下さい。
 （℡ 74-2808）  

　７月から８月にかけて、全国からたくさんの
町議会の皆さんが中能登町議会へ視察研修に訪
れました。

★福島県鏡石町議会　13名
　テーマ：議会基本条例に関する事項等
　　　　　道の駅 ｢織姫の里なかのと｣ 防災拠点
★愛知県扶桑町議会　2名
　テーマ：子育て世代にやさしいまちづくり　
★福島県新地町議会　7名
　テーマ：移住定住促進にかかる住宅施策
　　　　　子育て支援の成果と今後の計画等
★福岡県筑前町議会　８名
　テーマ：夢プロジェクト・学校支援員の配置
★石川県川北町議会　７名
　テーマ：議会基本条例の経緯と特徴等

長曽川水防事務組合
議会定例会の報告

（組合議員：土本稔議員　林真弥議員　中川秀平議員）
平成29年６月８日　組合議会第１回定例会
平成28年度の決算額   206,743円
平成29年度の予算額　376,000円

全会一致で決算認定・予算可決
　 近頃、豪雨による災害が多く発生しています。
　７月に発生した豪雨は、町内の一部地域で避
難勧告が発令され、碁石ケ峰観測所の降り始め
からの総雨量は201㎜、１時間最大雨量は48㎜
でした。
　長曽川水防事務組合は、羽咋市・中能登町で、
長曽川の災害に備えて運営しています。
 （報告者：土本稔）

歓迎の挨拶をする中能登町議会古玉議長

９月 ５日㈫ 10：00　 定例会議　開議
 〔議案上程・提案理由説明・質疑など〕
９月 ８日㈮  9：00　教育民生常任委員会
９月 ８日㈮ 13：30　総務建設常任委員会
９月11日㈪ 10：00　決算審査特別委員会
９月12日㈫ 10：00　決算審査特別委員会
９月14日㈭ 10：00　決算審査特別委員会(現地視察)
９月15日㈮ 10：00　決算審査特別委員会
９月19日㈫ 10：00　一般質問
９月20日㈬ 10：00　一般質問（予備日）
９月22日㈮ 13：00　決算審査特別委員会
　　　　　  13：30　全員協議会
　　　　　  15：00　定例会議 最終日
 〔委員長報告・質疑・討論・採決〕
ぜひ傍聴にお越しください。定例会議は
ケーブルテレビ「なかのとチャンネル」
で中継します。

定例会議とは？

随時会議とは？
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久江　
三野　静香さん

『子育て奮闘中』
　ママ友との会話の中で、「子育て支援が色々あ
り中能登町っていいよね」なんて言われます。そ
んな時は、ちょっと嬉しくなります。第１子10
万円からの出産祝金制度や高校までの医療費の無
料化など、いろいろな支援があり、家計にもやさ
しい町だと思います。
　久江地区にイノシシが捕獲された時です。地区
広報で知った子どもが、『イノシシは悪いことし
て檻にいるの？』と聞かれました。イノシシはど
うなるの、かわいそうと言われ、ちょっと困りま
した。子どもたちに命の尊さや里山を守る意味な
ど、親として教えなければと感じた瞬間でした。
おばぁちゃんみたいに上手くいかないけれど、母
　　　　　　　　　　　も頑張ります。
　　　　　　　　　　　　みんなが笑顔で暮らせ
　　　　　　　　　　　る町になれば素敵ですね。
　　　　　　　　　　　暑い日が続きますが、子
　　　　　　　　　　　どもたちの元気に負けな
　　　　　　　　　　　いように、議会の皆様の
　　　　　　　　　　　活躍を期待いたします。

尾崎　
太田　幸代さん
　　　

『学校と地域をつなぐ』
　昨年度、中能登町スポーツ推進委員の皆さんにご指
導いただいた中学校のＰＴＣＡ行事「ニュースポーツ
大会」で、Ｐ：保護者　Ｔ：先生　Ｃ：地域　の協力
を目の当たりにし、素晴らしいと思いました。大きな
行事だけではなく、普段から色々なところで地域の皆
さんのお世話になり、保護者としては感謝の気持ちで
いっぱいです。先生方の負担軽減になればと、ＰＴＡ
では、保護者の皆さんへ協力を呼び掛けていますが、
同様に地域の皆さんのご支援は大切です。これからも
ますます学校と地域をつなぐ環境を整備していってほ
しいものです。
　しかし、３月「ＰＴＡ会長が女児を殺害した」とい
う事件の報道にショックを受けました。いったい誰を
信じればいいのでしょう？地域の皆さんにどんどん学
校へ来ていただくと、不審者に見えない不審者まで招
いてしまうのではないか？保護者の不安は常にありま
す。とは言え、活動を委縮させてしまってはならない。
では、それに対する名案があるかといえば「？」です
ので、信じるしかないと思い頑張っています。町とし
ては具体的な対策が取れない事だと思いますが、保護
者の心配を気にかけていただければ幸いです。

　

今
年
も
暑
く
長
い
夏
休
み
が
始
ま
り
、

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
町
内
の
い
た

る
所
に
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
真
っ
黒

に
日
焼
け
し
た
姿
を
見
る
と
、
私
達
も
負

け
ず
に
「
頑
張
ろ
う
」
と
思
え
て
く
る
か

ら
不
思
議
で
す
。
子
ど
も
に
は
大
人
た
ち

を
奮
い
立
た
せ
る
「
何
か
」
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
未
来
を
担
う
こ
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
今
、
私
た
ち
議
会
人
が
で

き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
。
彼
ら
彼
女
ら
に

議
会
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
広
報
す
べ
き

な
の
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
自
問
自
答
し
な

が
ら
の
第
12
号
の
編
集
作
業
で
し
た
。

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長　

林　

真
弥

元気にラジオ体操

　 　　 　 　
　 　　　　　　　　 　
　 　　 　 　 　　
　 　 　 　 　　
　　 　 　 　　 　　
　 　　　 　　　　
　 　　　 　　 　　

今年も町祭織姫夏ものがたり議会ブー
スでのアンケートにご協力をいただき
ました皆さまありがとうございました。町祭での議会ブース町祭での議会ブース


